
令和６年度 学校教育努力点 

 研究主題 「やるぞ！できるぞ！なりたいぞ！」“たカラフル”に学び続けるたからっ子 

～自分らしい学びの積み重ね方を取り入れた授業づくり～ 

目指す姿 学びを自己調整しながら、自走することで、よりよく学び続けようとする子ども 

１ 研究主題の設定について 

   昨年度は、研究主題を立ち上げた２年目として、単元を通して自分らしい学びを積み重ねるた

めの工夫に重点を置いて、各学級で実践を行った。本校で積み重ねてきた行事や特色ある活動、

または各教科の授業において、付けたい力を明確にし、子どもの実態に応じた手立てを取り入れ

ることで、目的意識をもち、意欲的に学ぶ姿へ近付けることができた。そこで本年度は、昨年度

から引き続いて自由進度学習（課題選択型・時間設定型・目標設定型）など、主体性を尊重した

自分らしい学び（“たカラフル”な学び）につながる手立てを取り入れた上で、子どもたち一人一

人が、自分の学びを自己調整しながら自走することができるような手立ての工夫を行っていく。 

子どもが自分の学びを自己調整するためには、自らの活動の良かった点や悪かった点を認識す

ることができる振り返りの方法を身に付けることやそのための場面設定が必要である。また、子

どもの学びを自走させるためには、教師が伴走者として子どもに寄り添うことと、子どもが安心

して学習に取り組むことができる状態にあることが、重要になってくる。そのためには、学級の

子どもの実態把握をした上で、心理的安全性が確保されるような関係づくり・環境づくりを重視

した学級経営が必要となると考える。 

本年度より「ナゴヤ学びのコンパス」の理念を基にした第４期名古屋市教育振興基本計画（コ

ンパスぷらん）に基づいて、各学校園では「子ども中心の学び」の実現を目指していく。本研究

は、その具体的な取り組みとして位置づけられるものであり、今後の本校の教育活動においても、

柱の一つとなるものであると考える。 

２ 研究の方法 

 (1) 研究の教科及び領域 

   各教科・領域、行事や特色ある活動（たかみなタイム、すまいるフェスタなど）と関連させ

て展開していく。 

（2）授業づくりの工夫 

   本年度は、学びの自己調整つながる手立てに重点を置き、子どもたちが自分らしい学びを積

み重ねながら学習に取り組むことができるようにする。 

① 導入において学びの目的意識を持たせる工夫の例  

   ・動画による課題提起 ・５Ｗ１Ｈによる課題設定 ・他教科との関連を意識させる導入 

② 自分らしい学びの積み重ね方の工夫の例  

Ａ 課題選択型…興味関心や自身の立てた問いに対応し、子どもが課題を選択できるよう

にする。 

             

Ｂ 時間設定型…子どもがそれぞれの学習活動に掛ける時間を設定できるようにする。 

             

                     

Ｃ 目標設定型…習熟度に対応し、子どもが学習に取り組む目標を設定できるようにする。 

 まずは○○から始めて、次に△△に取り組もう！ 

 

○○の練習に 20分、△△に 25分取り組もう！ 

 

自分の○○の目標は「◇◇ができる」にしよう！ 

 



③  学びの自己調整につながる手立ての例 【令和 6年度の重点】  

   ・単元の進度予定表   ・学習履歴図  ・スクールライフノート（心の天気）  

・顔文字（感情を表す） ・ルーブリック  

・OPPA（ワン・ページ・ポートフォリオ・アセスメント） 

④ 安心して学べる関係づくり・環境づくりの工夫の例 【努力点との関わり】  

   ・サークル対話  ・ＳＳＴ  ・学びの掲示 ・学級ポスト   

・クラス図書館  ・クッションマットコーナー  

 

(3) 研究の見通し 

  本研究主題による実践は、３か年計画で重点を以下のように置いて行っていく。 

 授業づくりの重点 

令和４年度 目的意識をもたせる単元の導入 

令和５年度 自分らしい学びの積み重ね方 

令和６年度 

（本年度） 
学びの自己調整につながる手立て 

 


